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寒
さ
も
終
わ
り
を
迎
え
、
春
の
暖
か
さ
を
強
く
感
じ
ら

れ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
▼

｢

春｣

は
、
仲
間
と
の
出
会

い
や
別
か
れ
、
新
た
な
る
世
界
へ
の
旅
立
ち
な
ど
、
一
抹

の
切
な
い
思
い
や
希
望
が
絡
み
合
い
、
何
と
も
言
え
な
い

複
雑
な
情
感
が
湧
き
出
て
ま
い
り
ま
す
し
、
実
感
さ
せ
ら

れ
る
行
事
が
目
白
押
し
に
執
り
行
わ
れ
ま
す
▼
私
は
ま
だ

ま
だ
若
輩
者
で
す
が
、
今
ま
で
歩
ん
で
来
た
中
で
、
一
度

と
し
て
同
じ
思
い
で
春
を
迎
え
た
事
が
あ
り
ま
せ
ん
。
昨

年
と
は
全
く
違
う
感
情
で
涙
が
あ
ふ
れ
た
り
、
笑
顔
に
な
っ

た
り
し
ま
す
。
時
に
は
、
泣
き
た
い
の
に
わ
ざ
と
笑
顔
を

振
り
ま
い
た
り
も
し
ま
し
た
。
そ
の
事
は
、
仲
間
と
過
ご

し
た
そ
の
日
そ
の
日
は
些
細
な
事
で
も
、
積
み
重
な
れ
ば

大
切
な
思
い
出
、
貴
重
な
財
産
と
な
っ
て
い
っ
た
事
を
示

し
て
い
る
と
思
い
ま
す
▼
時
間
と
は
残
酷
な
も
の
で
一
度

過
ぎ
去
っ
た
刻
は
決
し
て
戻
っ
て
ま
い
り
ま
せ
ん
。
一
刻

一
刻
時
は
進
み
、
今
日
か
ら
明
日
へ
、
明
日
が
今
日
に
な

り
、
今
日
が
昨
日
と
移
り
変
わ
る
中
で
、
私
達
は
日
々
の

暮
ら
し
を
唯
な
ん
と
な
く
過
ご
す
の
で
は
無
く
、
一
度
し

か
来
な
い
今
を
生
き
て
い
る
全
員
は
、
今
し
か
会
え
な
い

と
い
う
覚
悟
の
も
と
で
、
懸
命
に
お
付
き
合
い
を
す
る

そ
れ
が
人
と
人
と
の
大
き
な
絆
を
築
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
▼
現
代
は
技
術
が
進
歩
し
海
外
の
友
人
と
も
容
易
に

コ
ン
タ
ク
ト
を
と
る
事
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

世
界
中
に
人
の
輪
は
拡
が
り
便
利
な
世
の
中
に
な
り
ま
し

た
が
、
そ
の
日
そ
の
時
を
大
切
に
す
る
心
は
希
薄
に
な
っ

て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
、
と
危
惧
し
て
お
り
ま
す
▼
寒

川
神
社
に
は
年
間
を
通
じ
て
多
く
の
参
拝
者
が
お
越
し
に

な
り
ま
す
。
私
も
巫
女
と
し
て
、｢

一
期
一
会｣

精
一
杯

お
仕
え
さ
せ
て
頂
き
、
そ
し
て
再
び
お
会
い
出
来
る
事
を

喜
び
と
し
て
ご
奉
仕
し
て
参
り
た
い
と
、
改
め
て
考
え
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。

(

町
田
れ
い
か)
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小
菅

弘
高

�
�
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小
菅

�
志

�
�

雷

金
子

紋
弥

馬
場

栢
沼

邦
夫

下

古
谷

喜
洋

根
岸(

上)

砂
川

弘

根
岸(

中)

佐
藤

征
一

根
岸(

下)

石
井

進

オ
リ
ー
ブ
の
丘

市
川

正
彦

旭(

東)

杉
山

光
弘

旭(

西)

福
岡

琢
也

上
合

横
溝

貞
義

中
里(
上)

矢
野

敏
明

中
里(

下)
矢
島

廣

中
里(

河
原)
奥
田

嘉
男

中
里(

サ
ザ
ン)

中
村

正
男

南

江
川

辰
夫

(

敬
称
略)

本
年
度
の
宮
山
総
代
を
ご
奉
仕
頂
く
方
々
を
ご
紹
介
致

し
ま
す
。
一
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

寒
川
町
宮
山
地
区
の
役
員
交

代
を
御
神
前
に
奉
告
す
る
宮
山

役
員
改
選
奉
告
祭
が
三
月
二
十

日
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
宮
山
総
代
を
始
め

自
治
会
長
、
町
内
会
長
、
生
産

組
合
長
、
衛
生
係
、
消
防
分
団

の
新
旧
役
員
の
皆
様
が
参
列
し

在
任
中
の
報
恩
感
謝
と
、
こ
れ

か
ら
始
ま
る
役
務
の
無
事
遂
行

が
祈
願
さ
れ
ま
し
た
。

旧
役
員
の
皆
様
に
は
、
ご
尽

力
頂
き
ま
し
た
事
に
た
い
し
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
自
治
会
役
員
の
方
か

ら
は

｢

東
日
本
大
震
災
後
、
地

域
の
繋
が
り
が
い
か
に
大
切
か

が
問
わ
れ
て
い
る
、
日
頃
の
活

動
は
無
論
の
事
、
防
災
・
減
災

に
も
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

身
の
引
締
ま
る
思
い
で
あ
る｣

と
の
発
言
も
あ
り
、
地
域
の
結
束

の
必
要
性
が
訴
え
ら
れ
ま
し
た

新
役
員
の
皆
様
方
に
は
、
大

明
神
様
の
御
加
護
の
も
と
重
き

任
務
を
全
う
さ
れ
益
々
ご
活
躍

����������������������������������� �������							
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さ
れ
ま
す
こ
と
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
。

寒
川
神
社
境
内
地
に
祀
ら
れ

る
末
社
御
祖
神
社
の
春
季
霊
祭

が
、
三
月
二
十
日
に
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
宮
山
地
区
を
中
心

に
神
式
に
て
葬
祭
を
営
む
方
々

で
構
成
さ
れ
る
御
祖
講
の
講
長

石
黒
明
氏
を
始
め
、
責
任
役
員

宮
山
正
副
総
代
長
・
講
員
の
皆

様
が
多
数
参
列
さ
れ
、
ご
先
祖

様
の
御
霊
を
お
慰
め
し
、
感
謝

の
念
を
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。

三
月
二
十
日
、
明
治
の
始
め

に
当
神
社
の
神
主
・
社
僧
と
し

て
奉
仕
さ
れ
た
方
々
の
慰
霊
祭

が
、
神
社
に
隣
接
す
る
曹
洞
宗

龍
寶
山
興
全
寺
の
墓
前
に
於
い

て
神
式
仏
式
に
よ
る
合
同
祭
典

に
て
行
わ
れ
、
寒
川
神
社
の
護

持
と
氏
子
へ
の
教
化
育
成
を
始

め
、
地
域
の
開
墾
事
業
等
、
産

業
の
発
展
の
礎
を
築
か
れ
た
先

人
の
徳
を
偲
び
、
今
あ
る
発
展

に
感
謝
の
念
が
捧
げ
ら
れ
ま
し

た
。
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去
る
三
月
九
日
、
寒
川
神
社

参
集
殿
に
て
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
21

湘
南
主
催
の
特
別
講
演
会

｢
東

日
本
大
震
災
、
そ
の
と
き
神
社

は
？｣

が
開
催
さ
れ
ま
し
た

講
演
前
に
は
、
衆
議
院
議
員

の
阿
部
と
も
子
氏
を
始
め
、
関

係
者
の
方
が
当
神
社
を
参
拝
さ

れ
、
宮
司
の
案
内
に
て
神
嶽
山

神
苑
と
方
徳
資
料
館
を
見
学
さ

れ
ま
し
た
。

講
演
会
で
は
、
ま
ず
利
根
宮

司
よ
り
被
災
さ
れ
た
東
北
地
方

の
神
社
の
復
興
状
況
に
つ
い
て

伊
勢
の
神
宮
の
御
用
材
を
用
い

て
の
神
社
再
建
や
、
当
神
社
が

行
っ
て
い
る
金
華
山
黄
金
山
神

社
へ
の
直
接
支
援
等
の
報
告
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
高
知
県
の
若
一
王
子

宮
に
神
職
と
し
て
奉
仕
す
る
傍

ら
、『

女
性
自
身』

の
記
者
と

し
て
活
動
さ
れ
て
い
る
川
村
一

代
氏
、
気
仙
沼
で
施
設
図
書
館

｢

に
じ
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー｣

の

現
地
責
任
者
と
し
て
地
域
復
興

活
動
を
さ
れ
て
い
る
荒
木
奏
子

氏
の
両
氏
か
ら
、
被
災
地
に
お

け
る
神
社
の
現
状
、
神
社
が
地

域
住
民
の
心
の
拠
り
所
と
し
て

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る

こ
と
を
、
ス
ラ
イ
ド
を
交
え
て

お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
福
島
県
飯
舘
村
に
鎮
座

す
る
、
綿
津
見
神
社
宮
司
多
田

宏
氏
に
は
原
発
の
避
難
区
域
に

位
置
す
る
神
社
の
現
状
、
今
も

な
お
残
る
原
発
へ
の
不
安
を

ご
自
身
の
体
験
を
も
と
に
お
話

い
た
だ
き
ま
し
た
。

未
曾
有
の
大
震
災
か
ら
早
二

年
、
当
日
参
加
し
た
約
二
百
名

の
被
災
地
へ
の
強
い
思
い
が
感

じ
ら
れ
た
講
演
会
と
な
り
ま
し

た
。

去
る
三
月
三
日
か
ら
五
日
に

か
け
て
恒
例
の
高
座
氏
子
総
代

会
主
催
に
よ
る
参
宮
旅
行
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

第
三
十
七
回
目
と
な
る
今
回

の
旅
行
は
本
年
十
月
二
日

(

内

宮)

、
五
日

(

外
宮)

に
式
年

遷
宮
で
の
遷
御
の
儀
が
斎
行
さ

れ
る
と
神
宮
よ
り
発
表
さ
れ
た

直
後
の
参
拝
で
も
あ
り
、
よ
り

式
年
遷
宮
を
意
識
し
て
の
参
拝

と
な
り
ま
し
た
。

初
日
に
外
宮
を
参
拝
し
、
二

日
目
に
内
宮
へ
の
参
拝
と
昨
年

四
月
に
開
館
し
た｢

せ
ん
ぐ
う

館｣

を
拝
観
致
し
ま
し
た
。
せ

ん
ぐ
う
館
は
式
年
遷
宮
に
つ
い

て
非
常
に
分
か
り
や
す
く
説
明

さ
れ
て
お
り
、
遷
宮
の
年
に
相

応
し
い
参
拝
と
な
り
ま
し
た

最
終
日
に
は
三
河
國
一
之
宮

で
あ
る
砥
鹿
神
社
を
参
拝
し

帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
お
伊
勢

さ
ん
を
身
近
に
感
じ
な
が
ら
も

多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
事
が
出
来

た
、
大
変
実
り
あ
る
旅
行
と
な

り
ま
し
た
。

▲ 内宮宇治橋にて

▲ 砥鹿神社にて

▲左より､ 阿部氏･多田氏･利根宮司･川村氏･荒木氏
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こ
の
祭
典
は｢

こ
う
の
ま
ち｣

と
も
呼
ば
れ
、
大
磯
町
国
府
本

郷
の
神
揃
山
に
相
模
国
一
之
宮

寒
川
神
社
・
二
之
宮
川
勾
神
社

・
三
之
宮
比
々
多
神
社
・
四
之

宮
前
鳥
神
社
・
平
塚
八
幡
宮
の

神
々
が
神
輿
に
て
参
集
し
、
古

式

｢

座
問
答｣

が
行
わ
れ
ま
す

そ
の
後
大
矢
場
に
て
神
対
面
の

儀
・
国
司
奉
幣
の
儀
が
行
わ
れ

ま
す
。
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七:

〇
〇

諸
員
参
集

七:

二
〇

遷

霊

祭

七:

五
〇

発

輿

祭
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平
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通
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一
三:

五
〇

神
揃
山
発
輿
祭

一
四:

〇
〇

神
揃
山
発
輿

一
五:

〇
〇

大
矢
場
着
御
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一
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〇
〇

大
矢
場
発
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本
年
は
大
矢
場
へ

大
神
輿
が
渡
御
致
し
ま
す
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寒
川
神
社
の
歴
史
を
取
り
纏

め
た

『

寒
川
神
社
志』

は
、
明

治
四
十
四
年
菟
田
茂
丸
宮
司
に

よ
っ
て
刊
行
さ
れ
て
以
来
、
こ

の
度
百
年
と
い
う
節
目
の
年
に

な
り
ま
し
た
。

こ
の
間
、
昭
和
七
年
に
橋
本

甚
一
宮
司
に
よ
り

『

増
補
寒
川

神
社
志』

が
刊
行
さ
れ
ま
し
た

が
、
戦
後
の
世
情
の
変
化
、
ま

た
寒
川
神
社
の
八
方
除
信
仰
の

発
展
・
多
様
化
を
整
理
記
録
し

新
た
に
平
成
の

『

相
模
國
一
之

宮
寒
川
神
社
誌』

の
編
纂
を
進

め
る
機
会
と
な
り
、
発
刊
い
た

し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。
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寒
川
神
社
は
、
古
来
よ
り
相
模
國
一
之
宮
と
呼
ば
れ
、
一
五
〇
〇
有
余

年
の
歴
史
を
有
し
、
朝
野
の
崇
敬
を
篤
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
平
安
時
代

の
延
喜
式
に
よ
れ
ば
相
模
國
唯
一
の
名
神
大
社
と
さ
れ
、
ま
た
鎌
倉
時
代

以
降
も
武
将
を
始
め
篤
い
信
仰
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

と
り
わ
け
関
八
州
の
裏
鬼
門
に
位
置
し
、
古
く
よ
り
方
位
除
信
仰
、
八

方
除
の
守
護
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
、
現
在
で
は
全
国
よ
り
八
方
除
の
寒
川

神
社
と
し
て
崇
敬
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
九
年
、
平
成
の
御
大
典
を
記
念
し
、
御
本
殿
御
造
営
が
檜
の
香
も
す
が
す
が
し
く
完
成
い
た

し
さ
ら
に
御
造
営
竣
功
十
周
年
を
記
念
し
、
御
本
殿
周
辺
整
備
と
し
て
神
嶽
山
神
苑
の
開
苑
、
寒
川

神
社
の
方
位
除
信
仰
の
歴
史
を
知
る
方
徳
資
料
館
も
同
時
に
開
館
い
た
し
ま
し
た
。

方
徳
資
料
館
は
、
方
位
除
信
仰
の
関
連
資
料
展
示
に
合
わ
せ

信
仰
の
教
化
・
啓
蒙
活
動
と
と
も
に
、
学
術
研
究
並
び
研
究
助

成
を
活
動
の
柱
と
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
度
は
、
京
都
大
学
こ
こ
ろ
の
未
来
研
究
セ
ン
タ
ー
に
依

頼
し

｢

寒
川
神
社
方
徳
資
料
館
提
携
研
究
：
平
安
京
の
風
水
・

方
位
信
仰
お
よ
び
生
態
智
と
江
戸
・
関
東
地
方
の
風
水
・
方
位

信
仰
お
よ
び
生
態
智
と
、
そ
こ
に
お
け
る
寒
川
神
社
の
位
置
づ

け
に
関
す
る
総
合
研
究｣

を
テ
ー
マ
に
、
今
ま
で
に
な
い
画
期

的
な
神
社
研
究
を
実
施
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
成
果
を
広
く
一

般
に
認
知
し
て
い
た
だ
く
た
め
書
籍
を
発
行
さ
れ
、
ま
た
締
め

く
く
り
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
心

よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
研
究
い
た
だ
き
ま
し
た

諸
先
生
に
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
神
社

界
の
た
め
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

寒
川
神
社
方
徳
資
料
館
の
活
動
の

一
環
と
し
て

｢

学
術
研
究｣

が
、
平

成
二
十
一
年
よ
り
京
都
大
学
こ
こ
ろ

の
未
来
研
究
セ
ン
タ
ー
に
よ
っ
て
行

わ
れ
、
こ
の
度
、
そ
の
成
果
が
二
月

二
十
七
日
京
都
大
学
稲
盛
財
団
記
念

館
大
会
議
場
で
行
わ
れ
た

｢

シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
日
本
の
聖
地
文
化
相
模
国
一

宮
寒
川
神
社
と
延
喜
式
内
社
研
究｣

に
て
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
正
式
名
称

は

｢
寒
川
神
社
方
徳
資
料
館
提
携
研

究
：
平
安
京
の
風
水
・
方
位
信
仰
お

よ
び
生
態
智
と
江
戸
・
関
東
地
方
の

風
水
・
方
位
信
仰
お
よ
び
生
態
智
と

そ
こ
に
お
け
る
寒
川
神
社
の
位
置
づ

け
に
関
す
る
総
合
研
究｣

で
、
京
都

大
学
こ
こ
ろ
の
未
来
研
究
セ
ン
タ
ー

鎌
田
東
二
教
授
を
代
表
に
、
今
ま
で

行
わ
れ
て
き
た
資
料
中
心
の
神
社
研

究
で
な
く
、
自
然
科
学
、
地
質
学

宇
宙
人
文
学
、
花
粉
分
析
等
専
門
の

先
生
に
よ
っ
て
新
し
い
視
点
・
分
析

に
よ
っ
て
三
年
間
に
亘
り
研
究
が
行

わ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
成
果
は
書

籍

｢

寒
川
神
社
と
相
模
国
の
古
社

日
本
の
聖
地
文
化｣

(

創
元
社
刊)

に
纏
め
ら
れ
一
般
書
と
し
て
出
版
さ

れ
好
評
を
得
て
い
ま
す
。
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平
成
二
十
五
年
二
月
二
十
七
日

(

水)

午
後
一
時
〜
五
時

�
�

 

京
都
大
学
稲
盛
財
団
記
念
館
三
階
大
会
議
場

�
!

�
京
都
大
学
こ
こ
ろ
の
未
来
研
究
セ
ン
タ
ー｢

癒
し
空
間
の
総
合
研
究｣

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

(

研
究
代
表：

鎌
田
東
二)

�
"
#
$
%
&

第
一
部

『

日
本
の
聖
地
文
化
―
寒
川
神
社
と
相
模
国
の
古
社』

(

鎌
田
東
二
編
著

創
元
社
刊)
か
ら
の
提
言

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
し
た
研
究
者
が
一
同
に
会
し
、
本
に
ま
と
め
ら

れ
た
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

第
二
部

総
合
討
論

寒
川
神
社
方
徳
資
料
館
の
資
料
映
像

｢
方
位
信
仰
と
平
安
京｣
｢

寒
川
神
社
と

相
模
國
の
聖
地
文
化｣

が
上
映
さ
れ
ま
し

た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
の
基
礎
知
識
を

網
羅
し
た
映
像
を
視
聴
し
た
の
ち
、
第
一

部
の
発
表
者
と
方
徳
資
料
館
副
館
長
加
藤

迪
夫
が
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て
加
わ
り

総
合
討
論
・
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

活
発
な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
第
二
部

の
締
め
く
く
り
と
し
て
、
寒
川
神
社
利
根

康
教
宮
司
よ
り
挨
拶
が
あ
り
、
今
回
の
研

究
者
の
取
組
み
に
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。最

後
に
鎌
田
教
授
は

｢

長
時
間
に
亘
る

最
新
の
研
究
成
果
を
ふ
ま
え
た
有
意
義
な

会
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
を
第
二

弾
、
第
三
弾
と
調
査
研
究
を
進
化
さ
せ
て

い
き
た
い｣

と
さ
ら
な
る
研
究
の
発
展
へ

と
の
意
気
込
み
を
語
り
閉
会
し
ま
し
た

�
京
都
大
学
稲
盛
財
団
記
念
館


'
�
(
)
*

研
究
代
表

鎌
田
東
二
先
生

(

京
都
大
学
こ
こ
ろ
の
未
来
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授)

は
じ
め
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
起
こ
る
よ
う
に
な
っ
た
経

緯
を
説
明
、
寒
川
神
社
を
中
心
と
す
る
縄
文
寒
川
文
化
圏
や

方
位
信
仰
、
相
模
国
を
中
心
と
し
た
延
喜
式
内
社
・
水
の
信

仰
を
多
角
的
に
調
査
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
歩
み
を
説
明

ま
た
、
寒
川
神
社
が
平
成
二
十
一
年
に
開
設
し
た
方
徳
資
料

館
が
方
位
信
仰
に
関
す
る
研
究
を
開
始
す
る
に
あ
た
り
、
平

安
京
の
方
位
信
仰
に
つ
い
て
の
解
説
を
書
い
た
縁
で
、
平
安

京
の
映
像
の
作
成
、
さ
ら
に
こ
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
助

成
が
行
わ
れ
、
三
年
間
の
研
究
成
果
と
し
て
本
の
出
版
が
行
わ
れ
た
経
緯
が
説
明
さ
れ
た

｢

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
人
々
に
安
心
や

『

癒
し
空
間』

の
役
割
を
多
角
的
に
解
明
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
様
々
な
手
法
で
総
合
的
に
研
究
を
進
め
て
き
た
。
宇
宙
空
間
か
ら
の
衛

生
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
、
延
喜
式
内
社
が
時
代
毎
の
海
水
準
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
な
る

か
を
調
べ
る
な
ど
、
科
学
的
な
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
日
本
の
聖
地
で
あ
る
神
社
の
歴
史
的
・

環
境
位
置
関
係
の
推
定
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
京
都
を
ひ
と
つ
の
め
や
す
と
し
て
、
寒
川

神
社
の
あ
る
相
模
国
の
癒
し
空
間
を
調
べ
る
こ
と
に
よ
り
、
癒
し
と
救
済
が
ど
の
よ
う
に

お
こ
な
わ
れ
て
い
た
か
を
総
合
的
に
研
究
し
た
成
果
の
全
て
を
ま
と
め
た
の
が

『

日
本
の

聖
地
〜
相
模
国
一
宮
寒
川
神
社
と
延
喜
式
内
社
研
究』

で
あ
る｣

と
、
そ
の
意
義
に
つ
い

て
語
り
ま
し
た
。
ま
た
、
三
月
十
一
日
の
東
日
本
大
震
災
や
和
歌
山
で
の
洪
水
被
害
が
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
も
説
明
。｢

震
災
後
四
度
に
亘
り
、
現
地
の
被
災

状
況
と
そ
こ
に
お
け
る
延
喜
式
内
社
を
含
む
神
社
仏
閣
の
調
査
を
行
っ
た
。
浸
水
線
ギ
リ

ギ
リ
の
と
こ
ろ
で
津
波
被
害
の
難
を
逃
れ
、
震
災
後
の
人
々
の
救
済
の
場
と
し
て
役
割
を

果
た
す
神
社
や
寺
を
訪
問
調
査
し
た
こ
と
で
、
聖
地
が
人
々
の
安
全
を
守
り
救
う
役
割
を

果
た
し
た
こ
と
が
分
っ
た
。
間
も
な
く
五
度
目
の
調
査
に
行
き
、
震
災
が
あ
っ
た
三
・
一

一
に
は
被
災
地
の
海
で
み
そ
ぎ
を
行
い
、
こ
の
時
季
の
冷
た
い
水
に
自
ら
浸
か
る
こ
と
で

被
災
地
の
問
題
を
実
感
的
に
捉
え
た
い
。
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
災
害
を
含
め
た
自

然
と
の
関
係
性
も
対
象
と
し
な
が
ら
自
然
科
学
の
方
法
を
駆
使
し
、
神
社
の
持
つ
機
能
を

追
究
し
て
き
た｣

と
語
り
ま
し
た
。
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★

｢
相
模
の
国
の
地
質
と
古
代｣

原
田
憲
一
先
生

(

前
京
都
造
形
芸
術
大
学
教
授
・
現
Ｎ
Ｐ
Ｏ
シ
ン
ク
タ
ン
ク
京
都
自
然
史
特
別
研
究
員
・
地
球
科
学)

日
本
列
島
は
四
万
年
前
か
ら
人
が
住
ん
で
い
る
。
千
年
に

一
回
の
巨
大
津
波
も
四
十
回
は
来
て
い
る
。

大
き
な
地
殻
変
動
、
地
震
、
津
波
、
火
山
活
動
に
よ
っ
て

日
本
列
島
は
大
き
な
変
化
が
今
も
起
き
て
い
る
。

古
代
人
の
知
恵
と
し
て
、
神
社
は
安
全
な
聖
地
に
つ
く
ら

れ
て
お
り
、
祭
り
に
よ
り
い
ざ
と
い
う
時
に
一
緒
に
助
け
合

う
う
ま
い
社
会
的
な
機
能
が
あ
る
。
相
模
国
に
蓄
積
さ
れ
た

先
人
の
知
恵
と
い
う
こ
と
で
、
式
内
社
は
安
全
な
聖
地
に
つ

く
ら
れ
て
い
る
。
危
険
地
名
。
こ
れ
は
立
ち
入
り
を
禁
止
す
る
よ
う
な
、
小
字
地
名
伝
承

年
寄
り
の
言
い
伝
え
が
各
地
に
残
っ
て
い
る
。
三
・
一
一
の
悲
劇
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め

に
も
、
安
全
な
聖
地
と
危
険
な
聖
地
を
、
災
害
文
化
の
観
点
か
ら
も
、
今
回
の
研
究
会
で

や
っ
た
よ
う
な
分
離
融
合
的
な
検
証
に
よ
っ
て
、
防
災
と
減
災
に
結
び
付
け
る
努
力
が
重

要
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

★

｢

相
模
の
国
の
花
粉
分
析｣

五
反
田
克
也
先
生

(

千
葉
商
科
大
学
准
教
授
・
花
粉
分
析)

花
粉
分
析
に
よ
っ
て
古
代
か
ら
の
植
生
の
変
遷
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
。
花
粉
は
生
産
量
が
非
常
に
多
く
、
ま
た
科
学

的
に
も
非
常
に
強
く
、
一
万
年
、
二
万
年
と
長
期
間
残
る
の

が
特
徴
で
あ
る
。
地
面
の
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
に
よ
り
、
植
物

の
分
布
、
気
温
変
化
、
環
境
の
変
化
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
今
ま
で
神
奈
川
県
で
行
わ
れ
た
花
粉
分
析
の
研
究
は

伊
勢
原
、
横
浜
、
大
磯
の
三
例
が
あ
る
。
寒
川
神
社
周
辺
の

植
生
は
、
人
の
影
響
前
、
四
千
年
前
か
ら
二
千
年
前
こ
ろ
は

ス
ギ
、
ア
カ
カ
シ
属
と
か
の
森
林
が
多
く
、
人
が
入
っ
て
後
は
、
マ
ツ
が
入
っ
て
く
る

今
は
堆
積
物
の
調
査
が
行
わ
れ
、
一
年
ご
と
の
縞
模
様
の
分
析
で
、
地
震
の
痕
跡
を
探
っ

て
い
く
こ
と
が
出
来
る
研
究
も
進
め
ら
れ
て
お
り
、
今
後
の
研
究
の
進
歩
に
よ
り
、
過
去

の
地
震
の
周
期
、
津
波
の
周
期
が
わ
か
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
る
。

★

｢

相
模
湾
の
海
水
準
と
宇
宙
人
文
学｣

中
野
不
二
男
先
生

(

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
主
幹
研
究
員
・
京
都
大
学
宇
宙
総
合
ユ
ニ
ッ
ト
特
任
教
授
・
宇
宙
人
文
学)

衛
生
デ
ー
タ
を
駆
使
し
て
、
宇
宙
人
文
学
と
名
付
け
、
人

文
科
学
系
の
分
野
に
積
極
的
に
生
か
し
て
い
こ
う
と
考
え
研

究
を
進
め
て
い
る
。
寒
川
神
社
の
研
究
は
、
縄
文
時
代
中
期

の
相
模
湾
を
、
衛
生
デ
ー
タ
を
三
次
元
で
見
よ
う
と
、
表
面

デ
ー
タ
、
標
高
デ
ー
タ
を
使
い
、
海
水
準
を
設
定
し
、
少
し

ず
つ
上
昇
さ
せ
て
再
現
し
た
。
時
代
を
設
定
、
海
水
準
を
推

測
し
、
単
純
に
平
面
の
海
水
準
を
上
げ
て
い
る
の
で
は
な
く

海
水
準
を
上
げ
な
が
ら
地
殻
の
変
動
を
加
味
し
た
。
古
代
相

模
湾
は
ほ
ぼ
正
三
角
形
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
一
番
と
が
っ
た
と
こ
ろ
の
陸
地
が
寒
川
神

社
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
非
常
に
象
徴
的
で
あ
る
。
寒
川
神
社
の
湧
水
・
難
波
の
小

池
は
、
丹
沢
山
系
、
富
士
五
湖
か
ら
来
る
相
模
川
の
伏
流
水
だ
と
思
わ
れ
る
の
で
、
衛
星

デ
ー
タ
の
熱
赤
外
デ
ー
タ
を
使
い
、
今
後
科
学
的
に
検
証
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

★

｢

相
模
の
国
の
生
態
系
と
古
代
遺
跡｣

湯
本
貴
和
先
生

(

前
総
合
地
球
環
境
学
研
究
所
教
授
・
現
在
：
京
都
大
学
霊
長
類
研
究
所
教
授
・
生
態
学)

日
本
の
神
様
に
は
姿
が
な
い
。
名
だ
た
る
山
だ
と
か
、
あ

る
い
は
竹
だ
と
か
、
こ
れ
ら
が
神
様
と
い
う
か
、
信
仰
の
対

象
に
な
っ
て
い
る
。
森
は
よ
り
し
ろ
、
聖
を
守
る
も
の
を
森

と
い
っ
て
い
る
。
森
と
林
、
森
は
触
っ
て
い
け
な
い
と
こ
ろ

林
は
経
済
的
に
使
っ
て
い
く
と
こ
ろ
。
森
を
ど
ん
ど
ん
林
に

替
え
て
い
く
こ
と
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
中
で
も
、
聖
地
的

あ
る
い
は
宗
教
的
に
人
が
安
易
に
手
足
を
出
せ
な
い
と
こ
ろ

が
あ
る
。
人
に
と
っ
て
生
き
物
に
と
っ
て
も
、
逃
げ
場
所
と

い
う
の
が
鎮
守
の
森
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
明
治
三

十
九
年
か
ら
の
神
社
合
祀
令
に
よ
り
、
七
万
ヶ
所
の
神
社
が
取
り
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た

心
の
よ
り
ど
こ
ろ
、
癒
し
空
間
、
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
あ
る
い
は
環
境
教
育
み
た
い
な
、
一

番
身
近
な
自
然
と
し
て
、
鎮
守
の
森
は
い
ま
で
も
意
味
が
あ
る
し
、
そ
の
意
味
で
も
っ
と

発
展
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
う
。
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★
寒
川
神
社
周
辺
一
体
調
査
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

☆
課
題

｢

寒
川
神
社
と
相
模
国
延
喜
式
内
社｣

平
成
二
十
一
年
十
二
月
二
十
六
日
〜
二
十
九
日

平
成
二
十
二
年
八
月
五
日
〜
七
日

※

(

参
加
者)

鎌
田
東
二
教
授

原
田
憲
一

(

京
都
造
形
大
学
教
授)

湯
本
貴
和

(

総
合
地
球
環
境
学
研
究
所
教
授)

五
反
田
克
也

(

千
葉
商
科
大
学
准
教
授)

奥
井
遼

(

京
都
大
学
大
学
院)

※

(

調
査
地)

１
、
寒
川
神
社
・
難
波
の
小
池

２
、
海
老
名
国
分
寺
跡

３
、
有
鹿
神
社

４
、
有
鹿
神
社
湧
水
・
勝
坂
遺
跡

５
、
二
之
宮
川
勾
神
社

６
、
三
之
宮
比
々
多
神
社

７
、
四
之
宮
前
鳥
神
社

８
、
そ
の
他
延
喜
式
内
社

大
庭
神
社
・
宇
都
母
知
神
社
・
寒
田
神
社

９
、
寒
川
大
藏
畑
地
ボ
ー
リ
ン
グ
花
粉
分
析
調
査

10
、
寒
川
町
文
書
館

※
そ
の
他

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
調
布
航
空
宇
宙
セ
ン
タ
ー
打
合
せ

京
都
大
学
稲
盛
財
団
記
念
会
館
・
こ
こ
ろ
の
未
来

研
究
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
担
当
先
生
に
よ
る
研
究

発
表
が
行
わ
れ
、
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
出
席
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
國
學
院
大
學
名
誉
教
授
小
林
達
雄

先
生
の
発
表
等
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
に
よ
っ
て
、
こ
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
終
了

い
た
し
ま
し
た
。

★
｢

相
模
の
国
と
寒
川
神
社
周
辺
の
地
理
学
的
考
察｣

河
角
龍
典
先
生

(

立
命
館
大
学
文
学
部
准
教
授)

Ｇ
Ｉ
Ｓ

(

地
理
情
報
シ
ス
テ
ム)

を
使
っ
た
遺
跡
の
景
観

の
ビ
ジ
ュ
ア
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
、
景
観
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

の
手
法
を
使
っ
て
、
寒
川
神
社
を
中
心
と
し
た
、
相
模
国
の

神
社
の
立
地
環
境
や
景
観
に
つ
い
て
分
析
、
比
較
検
討
し
ま

し
た
。
寒
川
神
社
の
景
観
は
西
に
大
山
が
見
え
、
箱
根
、
富

士
山
、
南
は
伊
豆
大
島
、
三
宅
島
、
御
蔵
島
が
見
え
ま
す

北
の
方
に
は
筑
波
山
、
赤
城
山
、
日
光
の
男
体
山
、
茶
臼
岳

が
見
え
る
す
ご
く
眺
望
の
開
け
た
場
所
と
い
え
ま
す
。

相
模
国
の
六
所
神
社
、
寒
川
神
社
、
川
勾
神
社
、
比
々
多
神
社
、
前
鳥
神
社
、
平
塚
八

幡
宮
は
、
水
辺
に
近
い
の
で
す
が
比
較
的
全
て
安
定
し
た
地
形
状
に
立
地
し
て
い
る
、
古

い
地
形
状
に
立
地
し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。
こ
の
分
析
に
よ
り
、
相
模
国
の
式
内
社
か
ら

は
大
山
は
だ
い
た
い
見
え
、
ま
た
伊
豆
大
島
も
式
内
社
か
ら
見
え
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
今
回
の
研
究
で
、
古
社
の
立
地
を
見
て
い
く
過
程
で
、
神
社
と
い
う
の
は
災
害
リ
ス

ク
の
少
な
い
土
地
に
立
地
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
言
え
、
ま
た
水
と
関
わ
る
土
地
で
も

あ
る
、
河
川
も
近
い
、
あ
る
い
は
地
下
水
が
豊
富
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
確
認
で
き
た
と

思
い
ま
す
。
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鎌
田
東
二
編
著

平
成
二
十
四
年
三
月

創
元
社
刊

二
八
二
頁

二
五
二
〇
円

平
安
京
生
態
智
―
寒
川
神
社
研
究
会
の
研
究
成
果
を
、
代
表
研
究
者
で
あ
る
鎌
田
東
二

教
授
の
編
著
に
よ
り
刊
行
さ
れ
た
。

｢

多
様
な
方
法
論
を
駆
使
し
た
聖
地
論｣

｢

類
書
と
は
趣
を
異
に
す
る
異
色
の
研
究
書｣

と
の
評
価
が
あ
り
、
ま
た
神
社
を
新
し
い
視
点

か
ら
見
直
し
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
好
著
と
評

さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、｢

宇
宙
と
い
う
広
大
な
時
空
の
あ
る

一
点
に
、
多
角
的
な
分
析
が
収
束
し
て
い
く
刺

激
に
あ
ふ
れ
た
聖
地
論｣

と
評
さ
れ
て
い
る

▲寒川神社方徳資料館

▲遺跡調査

▲現地調査
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ベ
ン
チ
ャ
ー
隊
で
は
、
オ
ー

バ
ー
ナ
イ
ト
ハ
イ
ク
を
挙
行
し

た
。
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
伝
統
の

行
事
で
、
夜
を
通
し
て
歩
き
目

的
を
達
成
さ
せ
る
訓
練
で
あ
る

三
月
九
日
午
後
七
時
小
田
原

駅
を
出
発
。
三
十
キ
ロ
の
道
の

り
を
五
キ
ロ
毎
に
休
憩
を
入
れ

な
が
ら
歩
き
続
け
た
。
中
間
地

点
の
大
磯
馬
場
公
園
で
は
夜
食

を
と
っ
て
精
気
を
養
っ
た
が

残
り
の
距
離
は
長
く
、
眠
気
と

足
の
痛
み
に
も
耐
え
な
が
ら
無

事
東
海
道
の
夜
を
踏
破
。
十
日

午
前
七
時
寒
川
神
社
に
到
着
し
た

発
団
四
十
周
年
に
向
け
大
き
な

目
標
を
一
つ
達
成
さ
せ
た
。
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本
年
の

｢
お
ひ
な
祭
り
会｣

は
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
を
ご
招
待

し
、
盛
大
な
お
祝
い
と
な
り
ま

し
た
。

ス
カ
ウ
ト
達
は
ご
父
兄
と
リ
ー

ダ
ー
の
作
っ
た
五
目
寿
司
や
か

き
玉
汁
を
何
度
も
お
か
わ
り
を

し
て
く
れ
ま
し
た
。
佐
藤
運
営

委
員
お
手
製
の
桜
餅
も
食
事
に

華
を
添
え
ま
し
た
。

食
後
の
お
楽
し
み
は
、
ボ
ー

イ
お
得
意
の

｢

ハ
カ｣

で
大
盛

り
上
が
り
…
ボ
ー
イ
も
ガ
ー
ル

も
一
体
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
は

｢

水
の
旅｣

を
調
べ
、
環
境
破

壊
か
ら
地
球
を
守
る
レ
ポ
ー
ト

を
発
表
し
ま
し
た
。
静
か
に

真
剣
に
聞
い
て
下
さ
っ
た
ボ
ー

イ
ス
カ
ウ
ト
、
あ
り
が
と
う
！

や
っ
ぱ
り
水
は
大
切
だ
よ
ね

育
成
会
長
さ
ん
か
ら
も
お
祝

い
の
言
葉
を
頂
き
、
ス
カ
ウ
ト

に
は
本
当
に

｢

う
れ
し
い
ひ
な

祭
り｣

と
な
り
ま
し
た
。

�
青
少
年
活
動
だ
よ
り

�
�

	
�

�
�

�

本
年
五
名
の
卒
館
生
を
送
る

第
三
十
六
回
卒
館
式
が
、
三
月

十
六
日(

土)

穏
や
か
な
春
の
陽

の
下
、
執
り
行
わ
れ
ま
し
た

式
に
先
立
ち
神
社
本
殿
に
お

い
て
卒
館
奉
告
祭
を
行
い
、
六

年
間
無
事
過
ご
せ
た
こ
と
の
御

礼
と
中
学
校
生
活
が
元
気
に
送

れ
る
こ
と
を
祈
り
、
玉
串
を
捧

げ
お
参
り
し
ま
し
た
。

続
い
て
少
年
館
ホ
ー
ル
に
て

式
典
を
行
い
、
利
根
館
長
先
生

や
講
師
の
先
生
よ
り
、
少
年
館

で
培
っ
た
自
信
を
糧
に
豊
か
な

心
を
持
っ
て
歩
む
よ
う
お
祝
い

の
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

今
回
、
私
達
が
生
活
す
る
上

で
最
も
身
近
に
あ
り
最
も
大
切

な
�火
�と
�水
�に
つ
い
て
学
習

を
深
め
よ
う
と
、
東
京
ガ
ス
の

｢

が
す
て
な
〜
に｣

と

｢

東
京

都
水
の
科
学
館｣

に
、
去
る
三

月
九
日
、
五
十
八
名
が
バ
ス
二

台
に
便
乗
し
て
行
っ
て
き
た

｢

が
す
て
な
〜
に｣

で
は

ガ
ス
の
正
し
い
使
い
方
や
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
し
て
の
ガ
ス
の
役
割

ど
の
よ
う
に
し
て
私
た
ち
の
元

に
届
く
の
か
な
ど
、
見
て
聴
い

て
体
験
し
て
楽
し
く
学
ん
だ

｢

水
の
科
学
館｣

で
も
�水
�

が
ど
こ
で
生
ま
れ
て
ど
こ
を
流

れ
、
い
ろ
い
ろ
な
人
の
手
に
よ
っ

て
安
全
で
お
い
し
い
水
が
飲
め

る
こ
と
を
学
び
�火
�と
�水
�の

大
切
さ
を
実
感
し
帰
館
し
た

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

���� ��
���� ��

���� ��
���� ��

���� ��
���� ��

���� ��
���� ��

					






�����

�����


���� ��
���� ��

���� ��
���� ��

���� ��

小田原駅いざ出発
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/
�
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�
�

�
�

�

�

�
�

�

主

典

小
澤

佳
次

〃

田
村

拓
之

寒
川
神
社
権
禰
宜
に
任
ず
る

平
成
二
十
五
年
四
月
一
日

神

社

本

庁

出

仕

松
橋

嶺
行

〃

香
田

俊
介

主
典
を
命
ず
る

平
成
二
十
五
年
四
月
一
日

�
�

	

�

�
�

�

権
禰
宜

櫻
井

紀
彦

静
岡
県
へ
転
出
を
命
ず
る

平
成
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日

神

社

本

庁

こ
の
度
、
静
岡
県
富
士
市
鎮

座
の
富
知
六
所
浅
間
神
社
に
奉

職
致
し
ま
し
た
。

権
禰
宜

加
藤

迪
夫

京
都
府
へ
転
出
を
命
ず
る

平
成
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日

神

社

本

庁

こ
の
度
、
京
都
府
京
都
市
鎮

座
の
北
野
天
満
宮
に
奉
職
致
し

ま
し
た
。

�


�
�

�
�

�

�

鈴
木
し
づ
か

久
志

瑞
季

中
村

佳
代

巫
女
を
命
ず
る

平
成
二
十
五
年
四
月
一
日

�


�
�

�

木
村

禎
成

参
集
殿
勤
務
を
命
ず
る

平
成
二
十
五
年
四
月
一
日

�

�
�
�
�

�

医

師

石
田

正
之

寒
川
病
院
勤
務
を
命
ず
る

平
成
二
十
五
年
四
月
一
日

�
�

�

�

�
�
�
�

�

看
護
師

松
本

由
美

さ
む
か
わ
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
管
理
者
を
命
ず
る

平
成
二
十
五
年
四
月
一
日

看
護
師

池
田
志
美
子

さ
む
か
わ
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
管
理
者
を
解
く

平
成
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日

�
�

�

看
護
師

若
松
真
奈
美

寒
川
病
院
へ
転
籍
を
命
ず
る

平
成
二
十
五
年
四
月
一
日

�
�

�

�

�
�

�

権
禰
宜

遠
藤

雅
人

願
い
に
依
り
職
を
免
ず
る

平
成
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日

�


�
�

�

御
厨

浩
和

願
い
に
依
り
職
を
免
ず
る

平
成
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日

�

�
�
�
�

�

医

師

渡
辺

卓

看
護
師

大
森
智
佳
子

〃

山
崎

里
織

理
学
療
法
士

加
藤

幸
弘

願
い
に
依
り
職
を
免
ず
る

平
成
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日

��
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��
��

��
��

��


�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�

�

�

関
根
晃
責
任
役
員
退
任
に
伴
な
い
、
平
成
二
十
四
年
度
宮

山
総
代
長
中
島
啓
介
氏
が
、
四
月
一
日
付
を
も
っ
て
責
任
役

員
代
務
者
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
の
で
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
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に
科
学
的
根
拠
が
な
い｣

｢

糖

尿
病
は
や
せ
型
に
も
多
い｣

｢

検
査
項
目
が
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
対
策
に
偏
り
す

ぎ
て
い
る｣

｢

各
検
査
項
目
の

基
準
値
が
非
常
に
低
く
設
定
さ

れ
て
い
る
た
め
健
康
な
人
で
も

メ
タ
ボ
予
備
軍
と
診
断
さ
れ
か

ね
な
い｣
｢

女
性
や
や
せ
て
い

る
人
に
つ
い
て
は
生
活
習
慣
病

の
兆
候
が
見
逃
さ
れ
る
可
能
性

が
高
い｣

な
ど
、
専
門
家
か
ら

も
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
は
い

る
も
の
の
、
そ
の
効
果
が
少
し

ず
つ
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
平
成
25
年
度
か

ら
の
第
２
期
も
基
本
的
に
は
現

行
の
枠
組
み
を
維
持
す
る
よ
う

で
す
。
現
行
の
特
定
健
診
・
特

定
保
健
指
導
の
シ
ス
テ
ム
が
我
々

国
民
に
と
っ
て
ベ
ス
ト
な
の
か

ど
う
か
は
ま
だ
分
か
り
ま
せ
ん

が
、
肥
満
か
ら
高
血
圧
・
脂
質

異
常
症
・
糖
尿
病
・
動
脈
硬
化

が
連
鎖
的
に
起
こ
り
と
い
っ
た

考
え
方
は
間
違
っ
て
は
い
ま
せ

ん
。
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら

病
気
を
未
然
に
防
ぐ
目
的
の
こ

の
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導

を
是
非
お
受
け
下
さ
い
。

高
血
圧
、
脂
質
異
常
症
、
糖

尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
は
個
々

の
原
因
で
発
症
す
る
と
い
う
よ

り
も
、
肥
満
、
特
に
内
臓
に
脂

肪
が
蓄
積
し
た
肥
満
が
原
因
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す

(

内
臓
脂
肪
蓄
積
に
よ
り
様
々

な
病
気
が
引
き
起
こ
さ
れ
た
状

態
を
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
と
呼
び
ま
す
。)

腹
囲
が
85
㎝(

女
性
は
90
㎝)

を
超
え
た
瞬
間
に
、
健
康
体
が

一
転
し
て
病
気
を
発
症
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
太
り
始

め
た
時
か
ら
メ
タ
ボ
の
歯
車
は

確
実
に
回
り
始
め
、
肥
満
か
ら

高
血
圧
・
脂
質
異
常
症
・
糖
尿

病
・
動
脈
硬
化
が
連
鎖
的
に
起

こ
り
、
最
終
的
に
は
心
筋
梗
塞

や
脳
梗
塞
な
ど
の
致
死
的
な
病

気
に
陥
る
可
能
性
が
高
く
な
っ

て
い
き
ま
す
。

国
は
生
活
習
慣
病
の
予
防
・

医
療
費
の
削
減
を
目
的
と
し

平
成
20
年
４
月
か
ら
40
〜
74
歳

の
保
険
加
入
者
を
対
象
と
し
て

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

に
着
目
し
た
特
定
健
診
・
特
定

保
健
指
導
を
導
入
し
、
企
業
の

健
康
保
険
組
合
や
市
町
村
な
ど

保
険
者
に
、
そ
の
実
施
を
義
務

付
け
ま
し
た
。
こ
の
仕
組
み
は

40
〜
74
歳
の
方
全
員
を
対
象
と

し
て
大
規
模
な
一
次
予
防
を
行

う
と
い
う
世
界
に
例
を
見
な
い

先
駆
的
な
取
り
組
み
と
し
て
各

国
、
特
に
欧
米
先
進
国
か
ら
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
特
定

健
診
・
特
定
保
健
指
導
が
導
入

さ
れ
て
か
ら
５
年
が
経
ち
、
平

成
25
年
か
ら
は
第
２
期
が
始
ま

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
国
で
は

現
在
、
５
年
間
の
デ
ー
タ
を
分

析
し
、
そ
の
成
果
お
よ
び
今
後

の
課
題
を
検
討
し
て
い
ま
す
の

で
、
近
々
報
告
が
あ
る
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

特
定
健
診
は

｢

腹
囲
の
基
準
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百
年
ぶ
り
に
発
刊
さ
れ
た

『

寒
川
神
社
誌』
桜
に
ま
つ
わ
る
伝
説
に
は
身
代
わ

り
と
な
る
悲
話
が
数
多
く
あ
る

自
己
を
捨
て
他
人
を
守
っ
た
人
物

を
慰
霊
し
、
讃
え
る
花
も
、
あ
の

綺
麗
な
桜
と
思
う
と
、
花
見
に
出

掛
け
る
姿
や
心
も
変
わ
っ
て
く
る

(

尚)

｢

カ
プ
チ
ー
ノ｣

二
杯
飲
み
し
が
過
ぎ
た
る
か
眠
り
遠
の
き
頭ず

の
み
冴
え
た
り

安
藤

慧

み
だ
れ
萩
秋
を
楽
し
む
人
波
に
踏
ま
る
る
も
耐
え
実
を
守
り
お
り

川
島
惠
美
子

燃
え
る
よ
な
も
み
じ
梢
に
な
い
け
れ
ど
行
く
あ
ぜ
道
は
草
紅
葉
す
る

天
利

春
枝

農
一
筋
に
励
み
て
来
た
り
こ
の
手
の
皺
よ
卒
寿
を
迎
え
感
謝
す
る
日
々

三
留
と
く
子

懐
か
し
い
味
思
ひ
つ
つ
拾
ひ
た
り
山
栗
八
つ
安
曇
野
の
野
に

堀
江

照
子

耳
癈
の
白
寿
の
夫
の
意
の
ま
ま
に
音
声
�
き
テ
レ
ビ
に
耐
ゆ
る

宇
田
川
時
子

寒
き
日
に
猫
の
九
ち
ゃ
ん
ま
ん
ま
る
と
毛
を
ふ
く
ら
ま
せ
ひ
な
た
ぼ
こ
す
る

土
屋
ト
ミ
子

舟
遊
び
川
面
ゆ
っ
く
り
漕
ぎ
ゆ
け
り
傘
な
す
も
み
じ
枝
美
し
き
を
見
上
ぐ

浜
田

寿
子

障
害
を
乗
り
越
え
走
る
ロ
ン
ド
ン
に
闘
病
中
の
吾
に
元
気
く
る
る

山
口

幸
子

沈
み
ゆ
く
夕
日
は
片
瀬
の
海
原
を
茜
に
染
め
て
潮
の
香
充
つ
る

山
根
喜
美
代

明
け
や
ら
ぬ
路
地
に
た
だ
よ
う
み
そ
汁
の
に
お
い
今
日
の
無
事
を
祈
れ
る

亀
山

文
子

素
枯
れ
行
く
庭
の
片
隅
石
蕗
の
一
群
咲
き
て
に
ぎ
わ
う
黄
の
色

岡
元

芳
子

大
寒
の
朝
の
空
の
カ
ン
カ
ン
と
音
す
る
ほ
ど
に
澄
み
て
徹
れ
る

杉
本

照
世

今
は
亡
き
夫
の
手た

折お
り

し
梅
の
花
は
が
き
絵
と
な
り
吾
を
慰
む

瀧
本
三
重
子

牛
の
仔
の
跳
ね
る
仕
草
や
水
温
む

金
指

月
光

啓
蟄
や
野
良
着
の
ゴ
ム
を
入
れ
直
す

根
岸

君
子

新
若
布

わ
か
め

乾
き
て
三
浦
の
砂
零
す

岡
田
風
呂
釜

春
雷
や
木
馬
の
蹄

ひ
づ
め

跳
ぶ
か
ま
え

今
関

幸
代

芽
柳
の
水
面
掃
き
を
り
春
北
風

な
ら
い

相
原

白
蕗

受
験
生
十
秒
前
の
深
呼
吸

菅
沼

保
幸

み
ち
の
く
の
海
に
三
度た

び

の
彼
岸
来
る

飛
石

槿
花

靴
音
の
戻
り
し
路
地
の
梅
月
夜

千
葉

静
香

さ
わ
や
か
な
初
音
が
届
く
震
災
日

原
野

楽
天

て
の
ひ
ら
に
豆
腐
賽
の
日
暖
か
し

金
子

つ
ぢ

梅
月
夜
五
右
ヱ
門
風
呂
の
日
の
遠
き

倉
谷

節
子

軒
下
に
腹
を
あ
づ
け
て
孕

は
ら
み

猫

宮
入

つ
る

実
朝
忌
鳶
ひ
く
く
舞
ふ
由
比
ヶ
浜

伊
藤

公
一

川
底
の
石
の
う
ご
き
ぬ
水
温
む

露
木
て
る
子

春
セ
ー
タ
ー
健
康
そ
う
な
乙
女
か
な

皆
川
志
ん
ご

薄
紙
を
剥
げ
ば
雛
の
目
覚
め
け
り

菅
沼
う
め
の

薄う
す

氷ら
い

を
突
き
て
用
事
を
忘
れ
を
り

山
本

朝
子

ド
ー
ナ
ツ
の
穴
か
ら
覗
く
街
は
春

竹
村
真
砂
美

蒲
公
英

た
ん
ぽ
ぽ

や
絮わ

た

は
煙
り
と
な
り
消
え
る

四
ツ
車
梢
月

芹
摘
み
の
母
子
だ
ん
だ
ん
遠
く
な
る

芹
沢

徳
光

海
こ
え
て
黄
砂
運
ぶ
や
春
一
番

並
木
み
ち
よ

春
泥
の
靴
ぶ
つ
ぶ
つ
と
洗
ひ
た
り

岩
田
美
代
子

夕
日
さ
す
畦
に
蒲
公
英
咲
き
残
り

浦
野

房
子

｢

あ
れ｣

｢

そ
れ｣

と
言
ふ
こ
と
多
く
春
炬
燵

松
本
美
智
子

小
会
社
の
周
り
に
咲
く
犬
ふ
ぐ
り

松
村

信
篤


